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【報告書の要旨】

〇 新型コロナウイルス感染症対応が続く中ではあるが、

・この間も人口減少・高齢化は着実に進みつつあり、医療ニーズの質・量が変化するとともに、労働人口の減少

によるマンパワーの制約も一層厳しくなりつつあること。

・各地域において、こうした実態を見据えつつ、質の高い効率的な医療提供体制を維持していくため、医療機能

の分化・連携の取組は必要不可欠であること。

など、地域医療構想の背景となる中長期的状況や見通しは変わっていないため、基本的な枠組み（病床の必要量

の推計・考え方など）を維持しつつ、引き続き、取組を進めていく必要がある。

〇 厚生労働省は、地域医療構想に関し、自主的に検討・取組を進めている医療機関や地域についてはその検討・

取組を支援するとともに、新型コロナウイルス感染症への対応状況に配慮しつつ、各地域において地域医療構想

調整会議を主催する都道府県等とも協議を行い、この冬の感染状況を見ながら、再検証対象医療機関における具

体的対応方針の策定など改めて具体的な工程の設定について検討することが適当と考えられる。

〇 厚生労働省は、感染症法に基づく「基本指針」等の見直しと整合性を確保しながら、医療計画に関する「基本

方針」等の見直しについて検討を進め、次の第８次医療計画（2024 年度～2029 年度）から「新興感染症等の

感染拡大時における医療」に関する記載を盛り込むこととし、各都道府県における計画策定作業を進めることが

適当と考えられる。

○ 医療計画の見直し等に関する検討会（事務局：厚生労働省医政局地域医療計画課）は、令和２年１２月に報告書

を取りまとめ、今後の地域医療構想の進め方などを提言

国の地域医療構想に関する考え方について
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新興感染症等の感染拡大時における医療提供体制に関する事項の医療計画への位置付け

２

国は、医療計画の記載事項に新興感染症等への対応を追加するため、今国会に医療法の一部改正法案を提出
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【厚生労働省補助金】

３

令和3年度予算案：195億円
令和2年度予算額：84億円
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県内における病床機能再編支援補助金を活用した病床の削減・転換 （令和２年度）

医療機関 開設者 管理者
削減・転換の内容

削減・転換前 削減・転換後

敦賀医療センター

（敦賀市桜ケ丘町）

独立行政法人

国立病院機構
飯田 敦

急性期 １４０床

回復期 １０床

慢性期 １２０床

休 床 ０床

急性期 ８６床（△５４床）

回復期 １４床（＋４床）

慢性期 １２０床

休 床 ０床

合 計 ２７０床 合 計 ２２０床（△５０床）

たなか整形外科・眼科

（福井市種池）

医療法人

地水火風
田中 義孝

急性期 １９床

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

急性期 １２床（△７床）

回復期 ０床

慢性期 ０床

休 床 ０床

合 計 １９床 合 計 １２床（△７床）

高沢内科医院

（福井市春日町）

医療法人

邦高会
高澤 洋介

急性期 ０床

回復期 ０床

慢性期 １９床

休 床 ０床

急性期 ０床

回復期 ０床

慢性期 ０床（△１９床）

休 床 ０床

合 計 １９床 合 計 ０床（△１９床）

野村内科医院

（福井市上中町）

医療法人

元和会
野村 元積

急性期 ０床

回復期 ０床

慢性期 １床

休 床 ０床

急性期 ０床

回復期 ０床

慢性期 ０床（△１床）

休 床 ０床

合 計 １床 合 計 ０床（△１床）



地域医療構想策定時と令和２年度病床数の増減 （見込み含む。） （一般病床＋療養病床）

（単位：床）

※ 2014年の数は病床機能報告 2020年の数は地域医療課調べ

2014年
（平成26年）
7月1日時点
(構想策定時)

2020年
（令和２年）

3月31日時点

増減内訳（見込み含む）

A B C D E(B-C) F(E-A) G I(G-A)

高度急性期 1,275 1,177 16 福井県立病院⇒+16（12月） 1,193 △ 82 588 △ 687

急性期 2,630 2,266 △ 73 福井県立病院⇒削減△46（12月）、福井中央クリニック⇒転換△20、たなか整形外科・眼科△7（2月） 2,193 △ 437 1,691 △ 939

回復期 558 942 20 福井中央クリニック⇒転換+20 962 404 1,502 944

慢性期 1,344 1,022 △ 20 高沢内科医院⇒削減△19（7月）、野村内科医院⇒削減△1（12月） 1,002 △ 342 871 △ 473

休床等 155 139 △ 84 福井赤十字病院⇒削減△66、野村内科医院⇒削減△18（12月） 55 △ 100 △ 155

計 5,962 5,546 △ 141 5,405 △ 557 4,652 △ 1,310

高度急性期 0 0 0 0 0 16 16

急性期 303 260 0 260 △ 43 129 △ 174

回復期 68 109 0 109 41 181 113

慢性期 80 48 △ 4 尾崎病院⇒介護医療院転換△4（10月） 44 △ 36 93 13

休床等 93 42 △ 8 尾崎病院⇒削減△8（10月） 34 △ 59 △ 93

計 544 459 △ 12 447 △ 97 419 △ 125

高度急性期 0 0 0 0 0 55 55

急性期 874 606 0 606 △ 268 423 △ 451

回復期 255 422 0 422 167 577 322

慢性期 720 521 0 521 △ 199 386 △ 334

休床等 65 128 △ 37 佐々木医院⇒削減△18、嶋田整形外科医院△19（4月） 91 26 △ 65

計 1,914 1,677 △ 37 1,640 △ 274 1,441 △ 473

高度急性期 18 18 0 18 0 76 58

急性期 854 684 △ 54 敦賀医療センター⇒削減△30（8月）、削減△24（3月） 630 △ 224 333 △ 521

回復期 59 291 4 敦賀医療センター⇒転換+4 295 236 386 327

慢性期 658 449 △ 44 田中病院⇒介護医療院転換△44（4月） 405 △ 253 284 △ 374

休床等 59 54 △ 25 若狭高浜病院⇒削減△25（5月） 29 △ 30 △ 59

計 1,648 1,496 △ 119 1,377 △ 271 1,079 △ 569

高度急性期 1,293 1,195 16 1,211 △ 82 735 △ 558

急性期 4,661 3,816 △ 127 3,689 △ 972 2,576 △ 2,085

回復期 940 1,764 24 1,788 848 2,646 1,706

慢性期 2,802 2,040 △ 68 1,972 △ 830 1,634 △ 1,168

休床等 372 363 △ 154 209 △ 163 △ 372

計 10,068 9,178 △ 309 8,869 △ 1,199 7,591 △ 2,477

2020年度末
病床数

福井・
坂井

奥越

丹南

嶺南

合計

医療圏 医療機能

2020年（令和２年度の増減） 【2025年必要病床数】

病床数 病床数
2020年度

病床増減数
2014年7月
からの増減

病床数 2014年
からの増減



休床, 372 431 393 149 

慢性期, 2,802 2,272 2,046 
1,828 

1,634 

回復期, 940 1,540 1,764 
1,905 2,646 

急性期, 4,661 4,050 3,877 
3,783 2,576 

高度急性期, 1,293 
1,204 1,195 

1,141 

735 
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9,497 9,275 
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2014年構想策定時 2018年報告 2019年報告 2025年の意向 2025年必要病床

福井県 全域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

1日あたり医療
資源投入量

3000点以上

600点以上
～3000点未満

175点以上
～600点未満

175点未満

病床機能 2018年→2019年病床増減 2019年→2025年病床増減 2025年の意向と必要病床との比較

高度急性期 △ 9床 △ 54床 +406床超過

急性期 △ 173床 △ 94床 +1,207床超過

回復期 +224床 +141床 △ 741床不足

慢性期 △ 226床 △ 218床 +194床超過

休床 △ 38床 △ 244床 +149床超過

計 △ 222床 △ 469床 +1,215床超過

【参考】 県内医療機関の令和元年における病床機能と2025年の意向 （令和元年病床機能報告）

７



休床, 155 186 167 14 

慢性期, 1,344 1,137 1,022 
962 871 

回復期, 558 838 942 
1,028 

1,502 

急性期, 2,630 2,390 2,326 
2,252 1,691 

高度急性期, 1,275 
1,186 1,177 

1,123 

588 

5,962 
5,737 5,634 

5,379 

4,652 
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2014年構想策定時 2018年報告 2019年報告 2025年の意向 2025年必要病床

福井・坂井 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2018年→2019年病床増減 2019年→2025年病床増減 2025年の意向と必要病床との比較

高度急性期 △ 9床 △ 54床 +535床超過

急性期 △ 64床 △ 74床 +561床超過

回復期 +104床 +86床 △ 474床不足

慢性期 △ 115床 △ 60床 +91床超過

休床 △ 19床 △ 153床 +14床超過

計 △ 103床 △ 255床 +727床超過
８



休床, 93 
54 44 34 

慢性期, 80 
109 

54 
44 93 

回復期, 68 
60 
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奥越 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2018年→2019年病床増減 2019年→2025年病床増減 2025年の意向と必要病床との比較

高度急性期 +0床 +0床 △ 16床不足

急性期 +0床 +0床 +131床超過

回復期 +49床 +0床 △ 72床不足

慢性期 △ 55床 △ 10床 △ 49床不足

休床 △ 10床 △ 10床 +34床超過

計 △ 16床 △ 20床 +28床超過
９



休床, 65 
147 128 57 

慢性期, 720 595 
521 

433 
386 

回復期, 255 408 
422 

486 
577 

急性期, 874 630 

606 

587 

423 

高度急性期, 0 
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2014年構想策定時 2018年報告 2019年報告 2025年の意向 2025年必要病床

丹南 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2018年→2019年病床増減 2019年→2025年病床増減 2025年の意向と必要病床との比較

高度急性期 +0床 +0床 △ 55床不足

急性期 △ 24床 △ 19床 +164床超過

回復期 +14床 +64床 △ 91床不足

慢性期 △ 74床 △ 88床 +47床超過

休床 △ 19床 △ 71床 +57床超過

計 △ 103床 △ 114床 +122床超過 １０



休床, 59 44 54 44 

慢性期, 658 

431 449 
389 

284 

回復期, 59 

234 
291 

282 

386 

急性期, 854 
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高度急性期, 18 
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2014年構想策定時 2018年報告 2019年報告 2025年の意向 2025年必要病床

二州・若狭 構想区域

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

休床

病床機能 2018年→2019年病床増減 2019年→2025年病床増減 2025年の意向と必要病床との比較

高度急性期 +0床 +0床 △ 58床不足

急性期 △ 85床 △ 1床 +351床超過

回復期 +57床 △ 9床 △ 104床不足

慢性期 +18床 △ 60床 +105床超過

休床 +10床 △ 10床 +44床超過

計 +0床 △ 80床 +338床超過 １１


